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洲
本
市
で
は
、
本
年
七
月
末

現
在
、
千
百
九
十
三
人
が
「
要

支
援
・
要
介
護
」
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
「
要
介
護
１
」

が
最
も
多
く
二
百
九
十
六
人
で

全
体
の
約
二
五
　
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
で
は
、
「
要

支
援
」
百
三
十
五
人
、
「
要
介

護
２
」
二
百
十
二
人
、
「
要
介

護
３
」
百
七
十
四
人
、
「
要
介

護
４
」
二
百
二
十
九
人
、
「
要

介
護
５
」
百
四
十
七
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
�

　
本
年
五
月
現
在
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
は
、
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
五
百
六

十
八
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
が
三
百
三
十
一
人
と
認

定
者
千
百
三
十
六
人
の
約
七
九

　
の
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
�

介
護
保
険
認
定
者
は�

千
百
九
十
三
人�

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
家
族
が
中
心

で
担
っ
て
き
た
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
新
し
い
仕
組
み
で
す
。�

市
で
は
、
よ
り
よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
一
方
、
介
護
を
予
防
す
る
た
め
の
事
業
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。�

み
ん
な
の
笑
顔
で
支
え
る
介
護
保
険

み
ん
な
の
笑
顔
で
支
え
る
介
護
保
険�
み
ん
な
の
笑
顔
で
支
え
る
介
護
保
険

み
ん
な
の
笑
顔
で
支
え
る
介
護
保
険�
み
ん
な
の
笑
顔
で
支
え
る
介
護
保
険�

「
大
野
陽
だ
ま
り
館
」
も�

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

 
介
護
予
防
施
設
と
し

て
、
昨
年
十
二
月
、
新

村
に
「
大
野
陽
だ
ま
り

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
同
館
に
は
、

リ
ハ
ビ
リ
器
具
や
休
養

室
、
お
風
呂
の
ほ
か
、

カ
ラ
オ
ケ
設
備
も
あ
り

ま
す
。
入
浴
（
三
百
円
、

利
用
時
間
は
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
三
時
）
以

外
は
す
べ
て
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。
月
曜
日

は
休
館
。
ま
た
、
カ
ラ

オ
ケ
は
、
火
、
木
、
土

曜
日
の
午
前
十
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
三
時
に
限
り

ま
す
。
�

詳
し
く
は
、
同
館
（
1
２
６
・

０
０
７
６
）
へ
。
�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�
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市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る
制
度

を
今
年
四
月
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
通
常
一
割
（
一
〇
　
）
の

自
己
負
担
額
が
、
半
額
（
五

　
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料

の
滞
納
に
よ
り
、
給
付
制
限
を

受
け
て
い
る
人
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）
。
�

����������

�����▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上

　
限
額
が
最
も
低
い
所
得
区
分

　
に
属
す
る
人
や
保
険
料
が
第

　
一
段
階
の
人
（
老
齢
福
祉
年

　
金
受
給
者
、
境
界
層
該
当
�

　
者
）
�

▽
世
帯
の
年
収
が
六
十
万
円
以

　
下
（
世
帯
人
員
が
一
人
増
え

　
る
ご
と
に
二
十
万
円
を
加

　
算
）
で
、
ほ
か
の
世
帯
の
扶

　
養
を
受
け
ず
、
活
用
で
き
る

　
資
産
も
な
い
人
�

　
＊
す
で
に
、
「
訪
問
介
護
利

　
用
者
負
担
額
減
額
認
定
」
を

　
受
け
て
い
る
人
は
、
対
象
外

　
で
す
。
�

��　
�

�����▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上

　
限
額
が
最
も
低
い
所
得
区
分

　
に
属
す
る
人
や
保
険
料
が
第

　
一
段
階
の
人
（
老
齢
福
祉
年

　
金
受
給
者
、
境
界
層
該
当
�

　
者
）
で
、
平
成
十
二
年
三
月

　
三
十
一
日
ま
で
に
入
所
し
、

　
旧
費
用
徴
収
基
準
の
収
入
区

　
分
で
年
収
四
十
二
万
円
以
下

　
の
人
（
平
成
十
二
年
四
月
一

　
日
以
降
に
入
所
し
た
場
合
は
、

　
年
収
四
十
二
万
円
以
下
の

　
人
）
�

◆
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の

　
人
だ
け
の
世
帯
や
身
体
障
害

　
者
で
、
老
衰
や
心
身
の
障
害

　
の
た
め
寝
具
類
の
衛
生
管
理

　
が
困
難
な
人
�

◆
内
　
容
　
寝
具
類
の
乾
燥
や

　
水
洗
い
、
汚
れ
落
と
し
�

��������������◆
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の

　
人
だ
け
の
世
帯
や
身
体
障
害

　
者
で
老
衰
や
心
身
の
障
害
の

　
た
め
、
理
容
院
や
美
容
院
に

　
出
向
く
の
が
困
難
な
人
�

◆
内
　
容
　
自
宅
を
訪
問
し
て
、

　
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行

　
い
ま
す
。
�

�����������◆
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の

　
人
だ
け
の
世
帯
で
、
日
常
生

　
活
に
援
助
が
必
要
な
人
�

◆
内
　
容
　
買
い
物
や
家
の
周

　
り
の
手
入
れ
、
掃
除
、
洗
濯

　
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
週

　
二
回
ま
で
）
�

���◆
対
象
者
　
介
護
保
険
で
非
該

　
当
と
判
定
さ
れ
た
六
十
五
歳

　
以
上
の
人
で
、
日
常
生
活
に

　
支
援
が
必
要
な
人
�

◆
内
　
容
　
食
事
や
送
迎
、
健

　
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
日
常
生

　
活
に
必
要
な
動
作
訓
練
な
ど

　
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
週
一
回

　
ま
で
）
�

���◆
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の

　
一
人
暮
ら
し
の
人
�

◆
内
　
容
　
急
病
な
ど
の
緊
急

　
時
に
、
緊
急
通
報
セ
ン
タ
ー

　
な
ど
に
通
報
で
き
る
機
器
を

　
お
貸
し
し
ま
す
。
�

��◆
対
象
者
　
介
護
保
険
で
非
該

　
当
と
判
定
さ
れ
た
六
十
五
歳

　
以
上
の
人
�

◆
内
　
容
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
な
ど
の
空
き
部
屋
を
活
用
し

　
て
、
生
活
習
慣
指
導
や
体
調

　
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
（
半

　
年
間
に
一
回
七
日
ま
で
）
�

寝
具
類
洗
濯
乾
燥�

消
毒
サ
ー
ビ
ス�

訪
問
理
美
容�

　
　
　
サ
ー
ビ
ス�

い
き
が
い
対
応
型�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業�

軽
度
生
活
援
助
事
業�

生
活
管
理
指
導
事
業�

介
護
保
険
制
度
は
、
「
要
介
護
」
や
「
要
支
援
」
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
市
で
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
引
き
続
き
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
、
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
（
有
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す�

　
〜
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
担
額
減
免
措
置
事
業
〜�

介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
も�

　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
し
て
い
ま
す�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
�

　
利

用

料

減

額

�

�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

◆居宅サービス利用料減額�

　・短期入所生活介護�

　・通所介護（デイサービス）�

　・訪問介護�

◆特別養護老人ホームへの入所�

対象となるサービス�

介
護
老
人
福
祉
施
設
�

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
�

　
入

所

者

の

�

　
負
担
額
軽
減
�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム�

貸
与
事
業
（
無
料
）�

プロが洗濯します�

※このページに関するお問い合わせは、市役所介護福祉課（122・9333）へ。�
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　　65歳以上の皆さんへ�
10月から介護保険料の全額納付が始まります�

65歳以上の人の保険料納付については、国の特別対策により段階的な軽減措置がとられて
いましたが、今年10月からは本来の保険料額を納めていただきます。�
保険料は、介護が必要となったときにみなさんが利用する介護サービス費用の大切な財源と
なっています。保険料の納付には、ご理解とご協力をお願いします。�

保険料額は本人及び世帯員の市民税課税状況や前年の所得に応じて、第1段階から第5段
階のいずれかに決まります。個々の皆さんの平成13年度介護保険料額についてはすでに
決定しており、8月に「納入通知書」をお送りしておりますので、ご確認ください。�

特別な事情がないのに保険料を滞納していると、介護�
サービスを受ける時に、次のような措置がとられます。�

利用者が費用の全額をいったん自己負担し、申請によりあとで保険給付�
（費用の９割）が支払われることになります。�

保険料の納め忘れはありませんか？�

◎保険料を１年以上滞納した場合�

利用者が費用の全額を負担し、申請後も保険給付の一部または全部が一時的に差
し止めになったり、滞納していた保険料と相殺されたりすることがあります。�

◎１年６か月以上滞納した場合�

利用者負担が１割から３割に引き上げられるなどの措置があります。�

※災害などの特別な事情で一時的に保険料が納められなくなった時には、徴収の猶予や減額、免除�
　される場合もあります。税務課までご相談ください。�

◎２年以上滞納した場合�

詳しくは、市役所総務部税務課（1２２・３３２１内線２５９・２７１）または�
健康福祉部介護福祉課（1２２・９３３３）へ。�

▼
�

平成12年度� 平成13年度� 平成14年度�

平成12年10月～平成13年9月�
本来の介護保険料の半額を納めます�

平成13年10月～�
本来の介護保険料の全額を納めます�

平成12年4月～9月�
介護保険料は�
納めません�

平成１２年４月� １０月� 平成１３年４月� 平成１３年１０月� 平成１４年４月� １０月� 平成１５年４月�
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洲
本
の
果
樹
は
、
か
ん
き
つ

類
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
ん
き
つ
類
に
は
、
う
ん

し
ゅ
う
み
か
ん
の
ほ
か
に
「
ナ

ル
ト
オ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
淡
路

独
特
の
み
か
ん
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
は
、
江
戸

・
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
一

八
三
〇
年
）
に
洲
本
で
育
種
さ

れ
た
品
種
で
、
十
四
代
藩
主
蜂

須
賀
斉
昌
候
に
よ
り
「
ナ
ル
�

ト
」
と
命
名
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
�

 
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
は
、
グ
レ

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
大
、
生
食
に
適

す
る
ま
で
の
酸
含
量
の
減
少
が

遅
い
晩
か
ん
類
で
、
収
穫
期
は
、

四
〜
六
月
で
す
。
�

 
主
に
地
元
で
消
費
さ
れ
、
一

部
み
や
げ
と
し
て
販
売
さ
れ
る

ほ
か
、
そ
の
果
皮
を
砂
糖
漬
け

し
た
「
鳴
門
漬
け
」
や
、
マ
マ

レ
ー
ド
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
加

工
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
洲
本
酪
農
で
は
、
こ
�

の
ほ
ど
、
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ

ア
内
に
完
成
し
た
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
工
房
「
南
風
（
ま
ぜ
）
」

で
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
�

 
酪
農
家
の
女
性
九
人
が
集
ま

り
、
平
成
十
年
、
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
「
池
田
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん

に
く
の
会
」
を
結
成
、
同
会
で

栽
培
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く

を
加
工
し
た
焼
肉
の
た
れ
を
�

「
御
食
国
」
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
会
は
こ
れ

ら
の
活
動
が
地
域
の
産
業
や
経

済
の
発
展
に
貢
献
が
あ
っ
た
と

し
て
、（
財
）
淡
路
経
済
振
興
財

団
か
ら
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
て

い
ま
す
。
�

　
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
や
規

制
緩
和
な
ど
に
よ
り
、
国
内
外

で
の
産
地
間
競
争
が
激
化
す
る

な
か
で
、
第
一
次
産
業
振
興
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
淡
路
ご
ち

そ
う
館
「
御
食
国
」
が
、
平
成

八
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新

鮮
な
農
畜
産
物
の
提
供
を
通
し

て
、
淡
路
の
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
（
1
２
６
・
１
１
３
３
）
�

　
県
立
淡
路
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
と
市
内
の
酪
農
家
が
ハ
ー
ブ

成
分
を
生
か
し
た
牛
乳
を
共
同

開
発
、
洲
本
市
酪
農
農
業
協
同

組
合
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
ハ
ー
ブ

を
食
べ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
乳
牛

か
ら
風
味
の
よ
い
乳
製
品
が
で

き
る
こ
と
に
注
目
し
、
ハ
ー
ブ

牛
乳
の
商
品
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
販
売
し
て
い
る
牛

乳
は
、
飼
料
と
し
て
ハ
ー
ブ
�

（
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
）
を
与
え
た

乳
牛
か
ら
搾
っ
た
生
乳
を
使
い
、

牛
乳
本
来
の
栄
養
分
を
失
う
こ

と
な
く
（
乳
脂
肪
分
三
・
八
　

以
上
、
無
脂
固
形
分
八
・
五
　

以
上
）
、
ハ
ー
ブ
成
分
が
含
ま

れ
る
よ
う
製
造
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
牛
乳
臭
さ
が
抑
え

ら
れ
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
す
っ
き

り
と
し
た
清
涼
感
の
あ
る
味
と

な
り
、
今
ま
で
牛
乳
が
苦
手
だ

っ
た
人
に
も
飲
み
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
�

洲
本
の
名
産�

「
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
」�

心
に
や
す
ら
ぎ
を�

   

ハ
ー
ブ
牛
乳�

地
元
の
農
産
物
を
利
用�

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム�

���
���
���
���

@@@
@@@
@@@
@@@

���
���
���
���

ÀÀÀ
ÀÀÀ
ÀÀÀ
ÀÀÀジャ

ン
ボ�

　
に
ん
に
く
の
た
れ�

洲
本
市
で
は
、
穏
や
か
な
気
候
と
京
阪
神
と
い
う
大
消
費
地
を
控
え
た�

有
利
な
立
地
条
件
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
産
品
に
加
え
て
ハ
ー
ブ
牛
乳
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
製
造
販
売
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

��
��
��
��
��

@@
@@
@@
@@
@@

��
��
��
��
��

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ

第
一
次
産
業
の
応
援
拠
点�

  

「
御
食
国
」�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

淡路の特産品を販売�

ナルトオレンジ栽培に励む橋本さん（由良町）�
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限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
た
結
果
、

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
が
、
百
八
十
億
二
百
二
十

六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一
四

・
七
ポ
イ
ン
ト
減
、
歳
出
総
額

が
、
百
七
十
五
億
七
千
六
万
円

で
同
じ
く
一
五
・
〇
ポ
イ
ン
ト

減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出

差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
繰
越
事

業
充
当
財
源
な
ど
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
二
億
二
千

百
八
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

 
財
政
の
健
全
度
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ
り
三

・
七
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
七
五

・
三
ポ
イ
ン
ト
（
市
で
は
、
七

〇
〜
八
〇
ポ
イ
ン
ト
が
好
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
�

財
政
指
標
で
、
国
の
交
付
税
算

定
の
目
安
と
な
る
財
政
力
指
数
�

は
、
〇
・
六
二
〇
。
�

　
ま
た
、
市
の
借
入
金
の
度
合

い
を
示
す
公
債
費
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
下

が
り
、
一
八
・
六
ポ
イ
ン
ト
。

起
債
制
限
比
率
も
〇
・
一
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
て
、
一
二
・
四
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
職
員
の
給
与
水
準
の
指
標
と

な
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
も
、

前
年
度
よ
り
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト

下
が
っ
て
一
〇
一
・
二
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

 
特
別
会
計
で
は
、
水
道
事
業

会
計
の
収
益
的
収
支
が
、
一
億

千
五
百
六
十
七
万
円
の
純
損
失
、

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
一
億

千
六
百
二
十
八
万
円
の
赤
字
�

（
実
質
収
支
額
）
、
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
は
、
七
千
八
百

八
十
万
円
の
赤
字
（
実
質
収

支
額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
は
、
い

ず
れ
も
黒
字
か
歳
入
歳
出
差
し

引
き
額
〇
の
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
�

平
成
十
二
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

洲
本
市
の
家
計
簿
を�

         

公
表
し
ま
す�

一
般
会
計�

特
別
会
計�

〜
平
成
十
二
年
度
財
政
状
況
〜�

財
政
用
語
の
解
説�

経
常
収
支
比
率
・
・
・
・
�

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標
と

し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、

市
で
は
、
七
五
㌫
程
度
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
�

公
債
費
比
率
・
・
・
・
・
�

　
市
が
借
り
た
お
金
に
対

し
て
、
元
金
の
返
済
や
利

子
の
支
払
い
額
が
、
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
を
い

い
ま
す
。
�

起
債
制
限
比
率
・
・
・
・
�

　
地
方
債
の
許
可
制
限
に

係
る
指
標
と
し
て
二
〇
　

以
上
の
場
合
、
起
債
制
限

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
�

財
政
力
指
数
・
・
・
・
・
�

　
市
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

一
に
近
い
ほ
ど
、
財
源
に

余
裕
が
あ
り
ま
す
。
�

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
・
・
�

　
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
表
す
も
の
で
、
国
家

公
務
員
の
給
与
を
一
〇
〇

と
し
て
、
比
較
し
て
い
ま

す
。
�

歳 入�歳 入�歳 入�歳 出�歳 出�歳 出�

歳 出�175億7,006万円� 歳 入� 180億226万円�

市　税�
59億9,056万円�
（33.3％）�

その他�
5億4,532万円�

（3.1％）�

利子割交付金�
2億1,808万円�

（1.2％）�

分担金及び負担金�
2億5,948万円�

（1.4％）�

地方交付税�
41億7,315万円�
（23.2％）�

総務費�
26億2,699万円�
（15.0％）�

民生費�
39億7,847万円�
（22.6％）�

土木費�
26億805万円�
（14.8％）�

　　公債費�
22億8,257万円�
（13.0％）�

　　衛生費�
17億758万円�
（9.7％）�

教育費�
15億8,294万円�
（9.0％）�

14億2,579万円�
（7.9％）�

12億8,709万円�
（7.1％）�

国庫支出金�
12億7,189万円�

（7.2％）�

繰入金�
3億1,191万円�

（1.7％）�

使用料手数料�
5億807万円�
（2.8％）�

市　債�
11億633万円�
（6.1％）�

地方消費税交付金�
4億7,541万円�
（2.6％）�

繰越金�
4億2,918万円�
（2.4％）�

消防費�
5億5,356万円�
（3.2％）�

農林水産業費�
11億2,964万円�
（6.4％）�

県支出金�
�

諸収入�
�

議会費�
2億2,770万円�

（1.3％）�

労働費・諸支出金�
1億4,234万円�

（0.8％）�

商工費�
3億1,536万円�
（1.8％）�

災害復旧費�
4億1,486万円�

（2.4％）�

パ
ー�

セ
ン
ト�

ゼ
ロ
�



正味財産計� 46,292,898
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
一
般

に
は
複
式
簿
記
で
経
理
さ
れ
る

企
業
会
計
な
ど
で
用
い
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
ど
れ
だ
け
の
資

産
や
負
債
が
あ
る
か
示
さ
れ
て

お
り
、
貸
借
対
象
表
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
�

 
一
方
、
市
な
ど
自
治
体
の
会

計
は
、
そ
の
年
度
の
収
入
が
い

く
ら
で
、
使
っ
た
お
金
が
い
く

ら
か
、
そ
の
結
果
い
く
ら
の
残

金
が
あ
る
か
な
ど
、
金
銭
の
出

入
り
だ
け
を
記
録
す
る
単
式
簿

記
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
、
預
金
や
借
金
、
資

産
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
と
い
っ

た
こ
と
は
、
あ
ま
り
分
か
り
ま

せ
ん
。
�

 
そ
こ
で
、
市
の
決
算
に
も
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
手
法
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
財
政
状
況
全

体
の
把
握
や
分
析
を
分
か
り
や

す
く
し
ま
し
た
。
�

 
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

洲
本
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

総
額
は
約
七
百
七
十
九
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
負
債

合
計
は
約
三
百
十
六
億
円
、
正

味
資
産
は
約
四
百
六
十
三
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

 
市
民
一
人
あ
た
り
で
は
、
資

産
が
約
百
八
十
五
万
円
、
負
債

が
約
七
十
五
万
円
、
正
味
資
産

が
約
百
十
万
円
で
、
全
国
の
市

の
平
均
資
産
額
約
百
三
十
一
万

円
を
五
十
四
万
円
も
上
回
っ
て

い
ま
す
。
�

洲
本
市
で
は
、
「
市
の
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
」
「
借
金
は
い
く
ら
あ
る
か
」
な
ど
の
疑
問
に

答
え
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
決
算
書
と
併
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

 
資
産
や
負
債
の
状
況
な
ど�

洲
本
の
財
政
状
況
が
一
目
瞭
然�

〜
洲
本
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
〜�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
�

 
 
 
 
っ
て
何
？

っ
て
何
？
�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
�

 
 
っ
て
何
？
�

資
産
総
額
は

資
産
総
額
は
�

七
百
七
十
九
億
円

七
百
七
十
九
億
円
�

資
産
総
額
は
�

七
百
七
十
九
億
円
�

バランスシートの見方�バランスシートの見方�

　市が作成したバランスシートは、一般企業のバランスシート

とは異なり、全国の市町村が共通の資料によって容易に、また

継続的に作成できるととともに、自治体間の比較もできるよう

国（総務省）が示した方式により作成しています。�

　バランスシートでは、左側を借方、右側を貸方と言い、借方は

資産の状況を表しています。資産は大きく、流動資産、有形固

定資産、投資等からなっています。貸方には、負債と正味資産

が表示されています。負債には、流動負債と固定負債があり、

正味資産は、国や県の補助金、一般財源からなります。�

資産の部�

合　　　計�

負債の部�

（単位：千円）�

平
成
13
年
3
月
31
日
現
在
�

�
　現金預金�

　未収金�

　　・地方税等未収金�

　　・その他（繰越補助金他）�

　財政調整基金�

�

�

　土　地�

　基金保有土地�

　建　物�

　道　路�

　橋りょう�

　河　川�

　山　林�

　構築物�

　機械・設備�

　車両等�

　その他備品等�

�

　電話加入権等�

�

　投資及び出資金�

　貸付金�

　保証金�

　基　金�

　　・土地開発基金�

　　・その他基金�

　その他投資�

�

　ソフト開発�

　その他�

2,115,127�
435,476�

998,944�

683,559�

315,385�

680,707�

71,710,086�
�

38,506,663�

1,467,814�

16,513,645�

2,149,877�

1,150,278�

2,525,226�

245,558�

8,846,638�

4,702�

188,466�

74,935�

36,284�
36,284�

4,023,647�
2,973,761�

221,770�

910�

827,206�

43,978�

783,228�

0�

56,065�
56,065�

0

固　定　資　産�

投　資　等�

繰　延　資　産�

有形固定資産�

無形固定資産�

流　動　資　産� �
　翌年度償還金�

　一時借入金�

　未払金�

　�

　翌々年度償還金�

　退職引当金�

　修繕引当金�

　債務負担額�

�

�

�

国補助金�

県補助金�

地元負担金�

繰越余剰金�

一般財源�

2,191,972�
1,666,257�

0�

525,715�

29,420,055�
20,459,179�

3,294,754�

70,272�

5,595,850�

�

�

�

10,242,140�

1,452,872�

177,410�

102,128�

34,318,348�

流　動　負　債�

固　定　負　債�

正　味　財　産�

77,904,925

負債・正味財産計�77,904,925

71,673,802�
�

負　債　計� 31,612,027
46,292,898
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夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

楽
し
い
二
日
の
旅
ｉｎ
室
戸�

市
内
の
小
学
五
、
六
年
生
と
中
学
生
が
、
淡
路
島
を
離
れ
て
野
外
で

社
会
体
験
活
動
を
す
る
「
す
も
と
っ
子
野
外
活
動
教
室
」
が
七
月
三

十
一
日
、
八
月
一
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
�

今
年
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
で
高

知
県
室
戸
の
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。
�

　
七
月
三
十
一
日
の
朝
午
前
五

時
四
十
五
分
、
私
は
い
つ
も
よ

り
早
起
き
を
し
た
。
さ
す
が
に

と
て
も
ね
む
か
っ
た
。
前
の
日

の
夜
、
私
は
三
十
八
度
ま
で
も

熱
が
出
て
い
た
。
だ
か
ら
明
日

は
行
け
る
か
ど
う
か
と
て
も
不

安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
日
は
調

子
が
い
い
よ
う
だ
。
�

　
し
お
り
が
配
ら
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
人
の
話
を
聞
い
て
、
出
発

式
は
終
わ
っ
た
。
さ
て
、
い
よ

い
よ
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
の

旅
の
始
ま
り
だ
。
何
度
か
の
ト

イ
レ
休
け
い
の
後
、
室
戸
に
到

着
し
た
。
昼
食
を
す
ま
し
、
次

は
「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」
だ
。

初
め
て
使
う
道
具
を
身
に
ま
と

っ
た
私
た
ち
は
、
室
戸
岬
へ
向

か
っ
た
。
専
門
指
導
員
の
谷
先

生
の
話
を
聞
い
て
、
海
に
入
っ

た
。
海
の
中
で
は
、
二
人
組
の

バ
デ
ィ
と
い
っ
し
ょ
だ
。
と
て

も
波
が
高
く
、
ワ
イ
ワ
イ
ヒ
ャ

イ
ヒ
ャ
イ
言
い
な
が
ら
海
の
中

を
見
た
。
魚
が
い
て
、
岩
が
ゴ

ツ
ゴ
ツ
、
こ
け
が
ニ
ュ
ル
ニ
ュ

ル
じ
ゃ
ま
を
す
る
。
二
時
間
ほ

ど
楽
し
む
と
、
自
然
の
家
に
行

く
。
自
然
の
家
は
名
前
の
と
お

り
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
家
と
い

う
感
じ
の
施
設
だ
。
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
の
食
堂
で
夕
食
を
す
ま

し
た
後
、
班
会
議
を
し
た
。
私

は
班
長
に
な
っ
て
い
る
の
で
出

席
し
た
。
次
は
い
よ
い
よ
「
暗

闇
探
検
＆
星
空
観
察
」
の
時
間

だ
。
私
は
暗
闇
探
検
を
希
望
し

た
の
で
、
暗
い
夜
の
道
を
ト
コ

ト
コ
と
み
ん
な
で
歩
い
た
。
と

て
も
こ
わ
か
っ
た
。
入
浴
が
終

わ
っ
た
あ
と
は
、
ジ
ュ
ー
ス
を

買
っ
て
消
灯
だ
。
�

　
二
日
目
、
ま
た
六
時
三
十
分

早
く
に
起
き
た
。
朝
の
つ
ど
い
、

旗
あ
げ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
あ
い

さ
つ
、
連
絡
な
ど
を
し
て
終
わ

っ
た
。
朝
食
を
食
べ
た
ら
自
然

の
家
と
も
お
別
れ
だ
。
次
は「
オ

ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
＆
と
び
こ

み
？
」
だ
。
道
具
を
身
に
ま
と

っ
た
私
た
ち
は
、
ま
た
、
室
戸

岬
へ
行
っ
た
。
と
て
も
腕
が
疲

れ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
と
び

こ
み
は
三
　
の
所
か
ら
海
へ
と

バ
チ
ャ
ン
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ

い
遊
び
だ
。
私
は
二
回
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

昼
食
を
す
ま
せ
、
写
真
撮
影
を

し
て
亀
見
学
に
行
っ
た
。
す
ご

い
で
っ
か
い
亀
が
二
匹
い
た
。

と
て
も
び
っ
く
り
し
た
。
夕
食

を
す
ま
し
、
お
み
や
げ
を
買
っ

た
。
そ
し
て
、
一
番
た
い
へ
ん

な
こ
の
作
文
を
書
い
た
の
だ
。

疲
れ
た
。
バ
ス
で
出
発
し
て
、

四
時
間
ほ
ど
し
て
、
洲
本
に
到

着
し
た
。
�

　
楽
し
い
二
日
間
、
と
て
も
最

高
だ
っ
た
。
�

　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
星
空

観
察
や
暗
闇
探
検
や
オ
ー
シ
ャ

ン
カ
ヤ
ッ
ク
を
や
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と

オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
で
す
。

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
は
ど
こ
が

楽
し
か
っ
た
か
と
い
う
と
水
中

に
い
る
生
物
（
魚
や
貝
）
な
ど

を
楽
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
す
。
と
く
に
青
い
魚
は

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
し

て
水
中
に
は
フ
グ
の
よ
う
な
針

を
立
て
た
生
物
も
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
わ
か
っ
た
の
で
す

ぐ
逃
げ
ま
し
た
。
あ
と
ク
ボ
貝

は
二
十
匹
ほ
ど
と
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
つ

け
て
も
ぐ
っ
て
出
て
く
る
と
き
、

失
敗
し
て
海
水
を
の
み
こ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
本
気
で
死
ぬ

か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

と
き
ど
き
鼻
か
ら
海
水
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。
も
う
鼻
が
ツ
ー

ン
と
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
こ
っ
ち
の
方
が
死
ぬ
か

と
思
い
ま
し
た
。
オ
ー
シ
ャ
ン

カ
ヤ
ッ
ク
は
ど
こ
が
楽
し
か
っ

た
か
と
い
う
と
、
最
初
は
思
い

通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
カ
ヤ
ッ

ク
が
あ
と
に
な
る
に
つ
れ
て
思

い
通
り
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
暑
く
な
っ
て

き
た
ら
海
に
入
っ
た
り
し
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
後

の
自
由
時
間
は
何
回
も
何
回
も

飛
び
こ
み
ま
し
た
。
最
初
に
飛

ん
だ
と
き
は
空
中
に
浮
い
た
気

分
で
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、

二
度
三
度
や
っ
て
い
る
う
ち
に

楽
し
く
な
っ
て
き
て
何
度
も
や

り
ま
し
た
。
五
回
ほ
ど
終
わ
り
、

も
う
一
度
行
こ
う
と
す
る
と
、

あ
る
人
が
、
「
も
う
終
わ
り
ら

し
い
で
」
と
言
っ
て
き
た
の
で

す
。
そ
の
と
き
は
少
し
悲
し
か

っ
た
で
す
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
や
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク
は

海
の
中
に
入
れ
る
の
で
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。
�

　
ま
た
や
り
た
い
こ
と
は
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
オ
ー
シ
ャ
ン

カ
ヤ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
暗
闇
探

検
も
、
も
う
一
度
や
り
た
い
で
�

す
。
暗
闇
探
検
が
始
ま
る
と
「
も
�

う
や
め
た
い
」
と
か
「
こ
ん
な
�

所
に
こ
ん
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
」

と
か
い
ろ
い
ろ
思
っ
た
け
ど
や

っ
ぱ
り
も
う
一
度
や
り
た
い
で

す
。
で
も
今
度
は
ほ
ん
と
に
お

ば
け
が
出
る
か
も
･
･
･
。
で

も
や
っ
ぱ
り
今
度
も
う
一
度
や

り
た
い
で
す
。
先
生
の
話
も
け

っ
こ
う
お
も
し
ろ
い
･
･
･
。

い
や
！
こ
わ
か
っ
た
で
す
。（
一

番
び
び
っ
と
っ
た
の
が
ぼ
く
か

も
）
ま
あ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け

ど
野
外
活
動
ま
た
来
て
み
た
い

で
す
。
�

　
次
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
、

こ
ん
虫
採
集
な
ど
で
す
。
で
も

こ
れ
を
や
る
と
女
子
が
あ
ま
り

こ
な
い
っ
て
い
う
こ
と
が
あ
る

と
思
う
け
ど
･
･
･
。
ほ
か
に

は
自
分
た
ち
で
は
ん
ご
う
と
か

キ
ャ
ン
プ
と
か
や
っ
て
み
た
り

し
た
ら
楽
し
い
と
思
う
。
山
登

り
な
ん
か
や
っ
て
も
い
い
か
も
。

山
登
り
す
る
と
頂
上
で
、
「
ヤ

ッ
ホ
ー
」
と
か
さ
け
ぶ
と
思
う
。

ま
た
や
っ
て
み
た
い
き
か
く
が

あ
っ
た
ら
来
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
�
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�

楽
し
か
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と
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や
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こ
と
、�

　
　
　
　
次
に
や
り
た
い
こ
と�
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昨
年
の
夏
に
引
き
続
き
、
今
年
も
七
、
八
月
の
市
内
の
降
水
量
は
、

昨
年
の
夏
に
引
き
続
き
、
今
年
も
七
、
八
月
の
市
内
の
降
水
量
は
、
九
六
・
五

九
六
・
五
㍉
、
七
五

、
七
五

㍉
と
、
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
降
水
量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

と
、
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
降
水
量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
六
月
に
は

た
め
、
六
月
に
は

満
水
だ
っ
た
市
内
の
六
つ
の
ダ
ム
（
猪
鼻
第
一
、
猪
鼻
第
二
、
竹
原

満
水
だ
っ
た
市
内
の
六
つ
の
ダ
ム
（
猪
鼻
第
一
、
猪
鼻
第
二
、
竹
原
、
天
川
第
一
、
天
川

、
天
川
第
一
、
天
川

第
二
、
奥
畑
）
も
八
月
二
十
日
に
は
貯
水
率
が
、
五
九
　
ま
で
落
ち

第
二
、
奥
畑
）
も
八
月
二
十
日
に
は
貯
水
率
が
、
五
九
　
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

込
み
ま
し
た
。�

市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
節
水
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
深
井
戸

市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
節
水
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
深
井
戸
や
本
土
導
水
な
ど
に

や
本
土
導
水
な
ど
に

よ
る
水
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

よ
る
水
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。�

そ
の
後
、
台
風
十
一
号
や
引
き
続
く
降
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
の
貯
水
率

そ
の
後
、
台
風
十
一
号
や
引
き
続
く
降
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
の
貯
水
率
は
、
回
復
し
ま
し
た

は
、
回
復
し
ま
し
た

が
、
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

が
、
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。�

昨
年
の
夏
に
引
き
続
き
、
今
年
も
七
、
八
月
の
市
内
の
降
水
量
は
、
九
六
・
五
㍉
、
七
五

㍉
と
、
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
降
水
量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
六
月
に
は

満
水
だ
っ
た
市
内
の
六
つ
の
ダ
ム
（
猪
鼻
第
一
、
猪
鼻
第
二
、
竹
原
、
天
川
第
一
、
天
川

第
二
、
奥
畑
）
も
八
月
二
十
日
に
は
貯
水
率
が
、
五
九
　
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。�

市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
節
水
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
深
井
戸
や
本
土
導
水
な
ど
に

よ
る
水
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。�

そ
の
後
、
台
風
十
一
号
や
引
き
続
く
降
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
の
貯
水
率
は
、
回
復
し
ま
し
た

が
、
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。�

節� 水� の� 工� 夫�

コップ3杯程度ですむ歯
みがきも、水の流しっ放
しでは、30秒で約6r
のムダ。�

浴槽は小さなものでも
200r。残り湯の半分
位は、洗濯・掃除・撒
き水に使えます。�

バケツ洗いなら30r程
度ですむ洗車も、流しっ
放しのホース洗いでは、
240r以上の水が必要
です。�

洗面、炊事には、水の出
を調節して・・・。�
節水コマもあります。�

洗濯でも、ためすすぎす
れば1回110rの水です
みます。注水すすぎだと
165rにもなります。�
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パ
ー�

セ
ン
ト�

九
月
二
十
七
日
（木）�
�

（
第
四
木
曜
日
）�

午
後
七
時
〜
正
午�

▽
ス
チ
ー
ル
缶
、�

　
ア
ル
ミ
缶�

▽
び
ん�

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�

（
飲
料
、
酒
類
、
し
ょ

う
ゆ
類
に
限
り
ま
す
）�

▽
飲
み
か
す
や
残
量
が

　
な
い
こ
と
を
確
認
し

　
て
、
軽
く
水
洗
い
を

　
し
て
か
ら
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

　
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
は

　
は
ず
し
て
く
だ
さ
　

　
い
。�

◆
今
月
の�

　
拠
点
回
収�

◆
回
収
を
行
う�

　
資
源
ご
み�

�

◆
拠
点
回
収�

　
一
口
メ
モ�

　
ぼ
く
は
、
は
じ
め
、
友
だ
ち

に
さ
そ
わ
れ
て
こ
の
野
外
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
の
せ
つ
め
い
会
の

と
き
、
友
だ
ち
み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
の
班
に
な
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
バ
ス
の
と
な
り
に
知
ら
な

か
っ
た
人
と
す
わ
っ
た
け
ど
、

も
う
帰
り
に
な
る
と
、
よ
く
し

ゃ
べ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

り
、
す
ご
く
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
海
に
行
っ
た
り
、

夜
、
暗
闇
探
検
に
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。
ね
る
と
き
も
、
み
ん

な
で
話
を
し
た
り
、
み
ん
な
も

お
も
し
ろ
い
話
を
い
っ
ぱ
い
し

て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
最
後
に

は
ほ
と
ん
ど
の
人
と
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
海
の
活
動
で
は
、

ウ
ニ
を
見
つ
け
た
り
、
小
魚
を

見
つ
け
た
り
し
ま
し
た
。
次
の

日
の
海
の
活
動
で
は
、
カ
ヌ
ー

で
遊
ん
だ
り
、
高
い
所
か
ら
海

に
飛
び
こ
ん
だ
り
、
海
の
活
動

が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

自
然
の
家
で
も
ク
ワ
ガ
タ
を
見

つ
け
た
り
し
ま
し
た
。
食
事
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
海
の
活

動
で
教
え
て
く
れ
た
先
生
や
、

い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
い
て
く
れ

た
先
生
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
し

や
さ
し
か
っ
た
で
す
。
す
ご
く

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く

は
、
こ
れ
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
も

ま
た
お
も
し
ろ
い
野
外
生
活
に

し
て
く
だ
さ
い
。
�

大
野
小
学
校
六
年
�

　
　
　
長
濱
　
朱
門
く
ん
�

「

野

外

活

動

」�



１０�

乳幼児医療費助成制度�
●５０００円以上の一部負担金を支給します�
●入院・外来ともに助成されるようになりました�
　平成１３年７月１日からの乳幼児医療費助成

制度の改正により、入院、外来ともに、５歳児

まで助成されるようになりましたが、外来の場

合は１割の一部負担金を支払っていただきます。

ただし、一部負担金が月５，０００円を超えた

場合は、その超えた金額を申請により支給しま

すので、申請手続きをしてください。�

◆申請に必要なもの　健康保険証、乳幼児医療

費受給者証、印鑑、領収書、銀行口座のわかる

もの�

入院時食事療養費（標準負担額）�
の助成について�

●乳幼児医療・障害者医療・母子家庭等医療対象の人が入院した場合、�
　支払った食事代を申請により支給します�
◆申請に必要なもの　健康保険証、各医療費受給者証、印鑑、領収証、銀行口座のわかるもの�

＊福祉医療費受給者証（老人・障害者・乳幼児・母子等）は、毎
　年所得制限などの見直しにより更新をしています。�
＊老人保健法による医療受給者証は有効期限がありません。�
＊健康保険証や住所などが変わったとき、また転出などで資格が
　なくなった場合は、届け出てください。�
　詳しくは、市役所健康福祉部健康課医療係（1２２・３３３７内線５１２・５

１３）へ。�

▼
�

区　　分�

対象年齢�

所得制限�

一部負担金�

改 正 前�

入院：０歳～５歳児�
外来：０歳～２歳児�

入院・外来とも５歳児�
（満６歳の誕生月末日まで）�

０歳児：なし�
１歳児～５歳児�
（児童手当特例給付に準拠）�

同左�

入院・外来ともに負担なし�

入院：なし�
外来：医療費の１割負担。�
　　　ただし、同一の乳幼児について、同一の月に属する�

　　　一部負担金の合計額（複数の医療機関などを受診�

　　　した場合は一部負担金を合算）は、５，０００円を限度�

改 正 後�

ご注意ください！�



１１�

健康課医療係からのお知らせ�健康課医療係からのお知らせ�

各種医療費の負担金助成を受けるためには、それぞれに申請が必要になります。申請
しないと、減額や還付は受けられません。申請方法や助成が受けられるかなど、質問
がございましたら健康福祉部健康課医療係（ 1２２・３３３７）までご相談ください。�

老人保健医療制度�
●市民税非課税世帯の人は、老人保健一部負担金が減額されます�
　老人保健医療を受給されている人が入院をし

た場合、かかった費用の1割を負担していただい

ていますが、１か月の負担には１つの医療機関

ごとに限度額があります。�

　市民税非課税世帯等の人は一部負担金の減額

手続きをしてください。減額は申請をされた月

の初日から該当しますので入院の時は医療機関

へ老人医療受給者証と減額認定証を必ず提示し

てください。また食事代は、１日分として定め

られた金額を食事日数分、負担していただきます。�

◆手続きに必要なもの　健康保険証、老人保健

医療受給者証、印鑑、過去一年間で入院を９０

日以上された人はその領収書、老齢福祉年金証

書（受給している人）�

老人医療費助成制度�
●老人医療高額医療費は、入院した場合、同じ世帯で複数の老人医療受�
　給者の一部負担金が高額になったとき、または複数の医療機関で高額�
　になったときに、負担金が払い戻されます�
　同じ世帯で、同じ月に１か月３０，０００円（非

課税世帯等の人は２１，０００円）以上の一部

負担金を支払った老人医療受給者が複数いる場合、

それらを合わせた額から３７，２００円（同２４，

６００円）を超える金額を申請により支給します。

また、同じ人が同じ月内に、複数の医療機関で

３０，０００円（同２１，０００円）を超える

一部負担金を支払った場合も合算できますので、

限度額以上をお支払いの人は、申請手続きをし

てください。なお７０歳以上と６５歳から６９

歳の老人が同居する世帯に対しても世帯合算が

できます。また、非課税世帯などの人が、1つの

医療機関で1か月の一部負担金を２４，６００円

以上支払った場合も対象となります。�

◆申請に必要なもの　健康保険証、老人医療費

受給者証または老人保健医療受給者証、印鑑、

領収証、銀行口座のわかるもの�

自己負担（上限）限度額（１か月）� 入院時の食事代（１日）�

３７,２００円�一　　般�

２４,６００円�
９０日までの入院　　　６５０円�
過去１年間の入院が�
９０日を超えるとき　　５００円�

市民税非課税世帯等�

１５,０００円�
市民税非課税世帯等で�
老齢福祉年金を受けている人�
�

７８０円�

３００円�

▽
�

▽
�



１２�

「パールライン」エコーはがきでＰＲ�

　洲本港と関西国際空港を結ぶ「洲本パールライン」をデザイン
したエコーはがき５０，０００枚が８月２０日、パールラインの
利用者が多い香川県下で発売されました。また同日、洲本郵便局
の今井敏弘局長から淡路開発事業団森脇明宏部長にエコーはがき
の入った記念の盾が贈られました。�

　「食の祭典」が８月１０日午後５時から「御食国」横の多目
的広場で行われました。今回は、農水産物の販売のほかジャガ
イモやかぼちゃなどの野菜の重量をあてるクイズも行われ、正
解者にはその野菜が贈られました。�

　市国際交流協会の会員や高校生、連合婦人会会員など４２人の「ハ

ワイ島親善訪問団」の一行が、８月２３日から２９日まで、姉妹

提携を結んでいるアメリカ合衆国ハワイ州・ヒロ市（ハワイ島）

を訪れ、阿波踊りや生け花などを披露し交流を深めました。�

阿波踊りで国際交流� 新鮮な野菜や地元特産品を、どうぞ�

　神戸・洲本・徳島の３市長が会し、明石海峡

大橋の開通により陸続きとなった3市が、一体

的な取組みを考える「第５回神戸・洲本・徳島

都市交流懇話会」が、８月８日徳島市で開かれ

ました。今回は「３市の観光交流の促進」をテ

ーマに、意見、情報交換が行われました。�

　ボランティアグループ「洲本看護
の会」の看護婦や保健婦が、血圧の
測定や、健康に関する相談を受ける「街
角さろん・まちの保健室」が洲本商
工会議所別館で８月１０日、開かれ
ました。このサービスは、来年の３
月まで毎月第２金曜日午後1時～3時
に行っています。�

神戸・洲本・徳島の市長が懇話会� まちの保健室を�
ご利用ください�

写真�ニュース�

　リベラル物部店や商工会議所別館

前で、兵庫県電気工事工業組合淡路

支部の皆さんにより、８月２８日電

気設備に関する相談や電機製品の無

料点検、公共設備の点検などが行わ

れました。�

電気設備に関する�
相談お受けします�



１３�

今年もお元気で　洲本市の最高齢者の方々です�

「老人保健福祉月間」の一環として、中川市長や宮本議長が９月３日、市内の在宅最高齢者の谷川もよさん（１０３歳・千草・写真 右）

と山本安郎さん（１００歳・物部・写真 中央）、由良総合福祉センターを訪問して、記念品を贈りお祝いしました。今年の洲本の最

高齢は「養護老人ホーム由良荘」入所者の井出よしのさん（１０５歳・由良）で同センターで祝福を受けました。�

　生活習慣病夏期集団検診が、今７月３０日～８月３１日まで

市内各所で行われました。今年は２，１５９人が受診し、健康

のチェックを行いました。健診結果は、後日送付されます。�

　「第５回洲本の盆踊りサマーフェスティバル」が、８月１３日、ジ
ャスコ新洲本店東側広場で開かれました。島に帰省してきた人も楽し
める祭りにと始まったこの催しに、今年も「猫も狸も皆踊れ」をテー
マに、多くの浴衣姿の親子づれや観光客などで、にぎわいました。�

輪になって、踊ろう！� 年に１度は健康チェック�

　デイサービスセンター「フローラ・すもと」が鮎屋にオープ

ンしました。身体及び知的障害者手帳の交付を受けている満18

歳以上の人で日常動作訓練や入浴、給食などのデイサービスが

１日１５人まで受けることができます。詳しくは、同センタ

ー（1２２・５４４４）へ。�

鮎屋にデイサービスセンター完成� 秋の香り　三熊山でハギの花�

　三熊山ドライブウ

ェーで、はぎの花が

咲き始めました。赤

紫と白い花をつけた

枝が長いものでは３

㍍もあり、散策する

人を楽しませてくれ

ます。道路沿いに約１，

０００株植えられて

いるこのはぎは、本

市農業委員会と姉妹

提携を結んでいる富

田林市農業委員会の

関係者から洲本市の

市政50周年記念に

贈られたものです。�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
肝
臓
病
に
は
多
く
の
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
慢
性
肝

炎
、
肝
硬
変
、
肝
癌
へ
と
進
行

し
て
い
く
危
険
が
高
い
Ｂ
型
Ｃ

型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。�

　
Ｂ
型
肝
炎
は
血
液
（
体
液
）

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
慢
性

肝
炎
に
す
す
む
方
は
、
経
産
道

感
染
が
主
な
経
路
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
従
っ
て
家
族
内
に
病
歴

の
あ
る
方
は
特
に
検
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
感
染
経
路
の
ほ
と
ん
ど

が
性
行
為
に
よ
る
感
染
で
す
。

急
性
肝
炎
を
発
症
す
る
事
が
あ

り
、
時
に
劇
症
化
し
命
に
か
か

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
、

稀
に
慢
性
化
す
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。�

　
Ｃ
型
肝
炎
も
血
液
（
体
液
）

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
感
染

す
る
力
は
弱
い
の
で
す
が
、
一

端
感
染
す
る
と
約
七
〇
　
が
慢

性
化
し
ま
す
。
血
液
製
剤
（
輸

血
）
に
よ
る
感
染
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
投
与
歴
の

あ
る
方
は
検
査
を
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。�

　
慢
性
肝
炎
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
気
づ
く

の
が
遅
れ
る
こ
と
も
多
く
、
肝

硬
変
、
肝
癌
な
ど
の
進
行
し
た

状
態
で
初
め
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
長
期
間
Ｇ
Ｏ
Ｔ
／
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
の
肝
機
能
検
査
が
正

常
で
も
こ
の
間
持
続
し
て
ウ
イ

ル
ス
の
存
在
す
る
状
態
（
持
続

し
て
感
染
は
し
て
い
る
が
、
肝

炎
を
生
じ
て
い
な
い
状
態
＝
キ

ャ
リ
ア
）
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。�

　
通
常
の
日
常
生
活
で
は
感
染

す
る
可
能
性
は
低
く
血
液
（
体

液
）
に
接
触
す
れ
ば
必
ず
感
染

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
に
関
し
て
は
心
配
し
す
ぎ

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
病
状
が
慢
性
化
（
キ
ャ

リ
ア
を
含
む
）
し
ま
す
と
定
期

的
な
血
液
検
査
、
エ
コ
ー
検
査

な
ど
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
検

査
、
治
療
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
な
ど
）
に
つ
き
総
合
的
に
評

価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
症
状
が
な
い
の
が
疾
患
の
特

徴
で
す
。
上
記
に
あ
て
は
ま
る

方
、
肝
機
能
異
常
が
気
に
な
る

方
は
一
度
精
密
検
査
を
し
て
く

だ
さ
い
。�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て�

さいか医院�

雑賀　聡 医師�

　
兵
庫
県
で
は
、
犬
と
人
と
の

よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
「
犬
の
し
つ
け

方
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
見
学
は

自
由
で
す
の
で
、
見
学
の
人
も

ど
ん
ど
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

し
つ
け
の
ツ
ボ
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
�

◆
と
　
き
　
①
十
月
四
日
（木）
　

　
②
二
十
一
日
（日）
、
い
ず
れ
も

　
午
前
の
部
十
時
〜
十
一
時
半

　
・
午
後
の
部
一
時
半
〜
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
①
洲
本
市
民
球
場

　
駐
車
場
②
洲
本
市
営
駐
車
場

　
屋
上
公
園
　
※
二
十
一
日
は
、

　
「
淡
路
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」

　
の
な
か
で
行
い
ま
す
。
雨
天

　
時
は
別
会
場
で
し
つ
け
方
セ

　
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
�

◆
定
　
員
　
各
二
十
組
�

◆
受
講
資
格
　
飼
い
犬
は
生
後

　
四
か
月
齢
か
ら
一
歳
齢
ま
で

　
が
適
期
で
す
（
二
、
三
歳
で

　
も
可
）
。
狂
犬
病
予
防
注
射

　
や
七
種
（
ま
た
は
五
種
）
混

　
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ

　
て
い
る
こ
と
。
�

◆
受
講
料
　
無
料
�

◆
受
　
付
　
電
話
で
、
先
着
順

　
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
薬
務
・

生
活
衛
生
課
（
1
２
６
・
２
０

６
７
、
２
０
６
８
）
へ
。
�

　
兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
十
四
年
度
訓
練
生

（
四
月
入
校
）
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
対
　
象
　
障
害
を
有
す
る
人

　
な
ど
で
、
一
般
の
能
力
開
発

　
施
設
に
お
い
て
訓
練
を
受
講

　
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
。
�

◆
受
付
期
間
　
十
月
一
日
（月）
〜

　
十
一
月
十
二
日
（月）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
校
（
1
０
７

２
７
・
８
２
・
３
２
１
０
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
▽
十
月
十
三
日
（土）

　
・
十
四
日
（日）
　
▽
十
月
二
十

　
七
日
（土）�
・
二
十
八
日
（日）
　
▽

　
十
一
月
三
日
（土）
・
四
日
（日）
　

　
▽
十
一
月
十
日
（土）
・
十
一
日

　
（日）
　
▽
十
一
月
二
十
四
日
（土）

　
・
二
十
五
日
（日）
�

◆
と
こ
ろ
　
県
立
津
名
高
校
�

◆
対
　
象
　
二
十
歳
以
上
の
兵

　
庫
県
民
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
�

◆
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
四
十
人
�

◆
費
　
用
　
五
百
円
（
テ
キ
ス

　
ト
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
代
）
�

◆
締
　
切
　
九
月
二
十
八
日
（金）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
校
（
1
０
７
９
９
・
６
２
・

０
０
７
１
）
へ
。
�

犬
の
し
つ
け
方
教
室�

津
名
高
校�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習
会�

障
害
者
訓
練
生�

募

集

�

パ
ー�

セ
ン
ト�



１５�

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
お
子

様
を
お
持
ち
の
保
護
者
や
関
係

者
を
対
象
に
、
ア
ト
ピ
ー
教
室

と
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
同
士
や
関
係
者
の
人
の
情
報

交
換
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
①
十
月
四
日
（木）
　

　
②
十
一
月
八
日
（木）
　
③
十
一

　
月
二
十
八
日
（水）�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
健
康
福
祉
事

　
務
所
（
旧
洲
本
保
健
所
）
会

　
議
室�

◆
対
　
象
　
①
②
ア
ト
ピ
ー
性

　
皮
膚
炎
の
乳
幼
児
の
保
護
者

　
や
保
育
所
関
係
者
　
③
保
育

　
施
設
や
学
校
給
食
施
設
の
調

　
理
・
栄
養
士
な
ど
の
関
係
者

　
や
保
育
所
関
係
者�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
保
健
指

導
課
（
1
２
２
・
３
５
４
１
内

線
３
４
７
）
へ
。�

◆
コ
ー
ス
　
①
テ
ー
マ
コ
ー
ス

　
②
体
験
コ
ー
ス�

◆
定
　
員
　
①
四
十
人
②
五
十

　
人�

▼
詳
し
く
は
、
県
立
淡
路
景
観

園
芸
学
校
総
務
部
普
及
指
導
課

（
1
０
７
９
９
・
８
２
・
３
４

５
５
）
へ
。�

　
県
立
淡
路
文
化
会
館
で
は
、

日
本
画
公
募
展
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。�

◆
応
募
資
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人�

◆
出
品
点
数
　
一
人
二
点
ま
で�

◆
締
　
切
　
十
月
十
八
日
（木）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
会
館
（
1
０
７
９
９
・
８
５

・
１
３
９
１
）
へ
。�

元気いっぱい、明るい我が家の子供たちです。母：博美さん�

（平成10年3月11日生まれ）�

�
（平成11年11月1日生まれ）（物部）�

�

わが家の　 ホ ー プ�

ア
ト
ピ
ー
教
室
・
相
談�

ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ナ
ー�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
七
日
（土）
、

　
二
十
八
日
（日）
、
午
前
九
時
〜

　
午
後
二
時�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
実
業
高
校�

◆
定
　
員
　
三
十
人
（
二
十
歳

　
以
上
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基

　
本
操
作
が
で
き
、
日
本
語
入

　
力
が
で
き
る
人
）�

◆
費
　
用
　
無
料�

◆
締
　
切
　
十
月
十
日
（水）
（
応

　
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）�

◆
申
　
込
　
往
復
は
が
き
に
郵

　
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ

　
り
が
な
・
性
別
・
年
齢
・
自

　
宅
電
話
番
号
・
勤
務
先
・
勤

　
務
先
電
話
番
号
、
返
信
用
は

　
が
き
に
申
込
者
の
郵
便
番
号

　
・
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の

　
上
、
宇
山
二
―
八
―
六
十
五
、

　
洲
本
実
業
高
校
洲
実
パ
ソ
コ

　
ン
教
室
へ
、
郵
送
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
実
業
高
校

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
1
２
２
・
１

２
４
０
）
へ
。�

洲
本
実
業
高
校
パ
ソ
コ
ン
教
室�

年
賀
状
を
作
っ
て
み
よ
う�

淡
路
日
本
画
公
募
展
作
品�

土地や家屋を取得した場合は�
不動産取得税の申告をお忘れなく！�

　不動産を取得したときには、取得された日から６０日
以内に県税事務所に申告してください。�
�
　阪神・淡路大震災により滅失などした自己所有家屋に
代わる家屋を平成１７年３月３１日までに取得した場合
は、代わりとなる家屋に対する不動産取得税の一部また
は全部が軽減される特例制度があります。�
　この特例にあてはまる人は、納税通知書に記載された
納期限までに、必要な書類をそろえて県税事務所までお
申し出ください。�
　詳しくは、淡路県民局洲本県税事務所不動産取得税課
（1２６・２０２８）へ。�

9月24日～30日は�
「結核予防週間」です�

　自動車税をまだ納められていない人が一部います。�
「滞納はゼッタイに許さない」とのキャッチフレーズの
もと財産調査（給料・貯金など）を徹底的に行い、滞納
の一掃をはかります。�
納めていない人は、早急に自動車税を納付してください。�
　詳しくは、淡路県民局洲本県税事務所税収確保特別対
策本部（1２６・２０２４）へ。�

●「自動車税１００％大作戦Ⅱ」展開中！●�

▼
�

▼
�

進んで受けよう健康診断�

　「結核は日本最大の伝染病」です。しかし、今では結核
は早期に発見すれば、通院治療で確実に、かつ早く治る病
気です。早期発見・早期治療のためにも健康診断を定期的
に受けることが大切です。微熱が続く、疲労倦怠感、せき
が続くなどの自覚症状がある場合は、すぐに医師の診断を
受けましょう。�

広
告�淡路ごちそう館� （みけつくに）�

大人数でレストランホールの貸し切りも可能です。�
気軽にお問い合わせくださいませ。�

私達の住む淡路島の特産品�
を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる�
「うまいもん」ギフトが好評！�

※各種宴会、パーティー受付中!�
�

※淡路の特産品を送ろう！�

御食国�

洲本市塩屋1丁目1-8�
TEL.26-1133

阪神・淡路大震災に伴う不動産取得税の震災特例制度について�

ゆ う な�



１６�

情報広場�Information  Plaza

す
も
と
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
１�

第
五
十
四
回�

洲
本
市
美
術
展�

児

童

手

当

を

�

振
り
込
み
ま
す�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

お
知
ら
せ�

相
　
談�

�

　
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
お
気

軽
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
七
日
（日）
、
午

　
前
十
時
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
ス
ポ
ー
ツ
�

　
セ
ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
・

　
陸
上
競
技
場
ほ
か
）
�

◆
内
　
容
　
▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
ル
フ
▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
▽
プ
レ
イ
・
オ
ブ
・
チ
ル

　
ド
レ
ン
（
記
録
に
挑
戦
）
▽

　
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
▽
ニ
ュ

　
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
�

（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３

７
３
）
へ
。
�

　
平
成
十
三
年
度
十
月
期
の
児

童
手
当
を
次
の
期
日
に
、
指
定

の
金
融
機
関
に
口
座
振
り
込
み

し
ま
す
。
�

◆
振
込
日
　
十
月
十
五
日
（月）
�

　
（
平
成
十
三
年
六
月
〜
九
月

　
分
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康
福

祉
部
健
康
課
福
祉
係
（
1
２
２

・
３
３
３
２
）
へ
。
�

　
住
宅
金
融
公
庫
の
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
融
資
で
は
、
十
月
以
後

借
入
申
込
み
さ
れ
る
人
に
つ
い

て
は
、
建
築
基
準
法
の
完
了
検

査
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
が

竣
工
時
現
場
審
査
の
合
格
条
件

と
な
り
ま
す
。
検
査
済
証
が
交

付
さ
れ
な
い
場
合
は
公
庫
資
金

が
受
領
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

大
阪
支
店
公
共
業
務
課
（
1
０

６
・
６
２
８
１
・
９
２
６
８
）

ま
で
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
二
日
（火）
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
階
会
議
室
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
1
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
（水）
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
６
）

へ
。
�

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は�

お
済
み
で
す
か�

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
多
数
の
人

的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
�

　
本
市
で
は
、
防
災
意
識
の
向

上
や
、
今
後
の
地
震
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
市
が
派
遣

し
た
「
住
宅
耐
震
診
断
員
」
が

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
強
度
な

ど
を
調
べ
る
「
わ
が
家
の
耐
震

診
断
推
進
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
�

◆
費
　
用
　
無
料
�

◆
対
象
住
宅
　
昭
和
五
十
六
年

　
五
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住

　
宅
（
店
舗
併
用
な
ど
の
住
宅

　
は
、
延
べ
面
積
の
過
半
数
が

　
住
宅
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場

　
合
に
限
り
ま
す
）
。
建
築
確

　
認
通
知
書
や
建
築
図
面
が
あ

　
れ
ば
、
診
断
が
ス
ム
ー
ズ
に

　
行
え
ま
す
。
�

　
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
や
丸

　
太
組
工
法
に
よ
る
住
宅
は
対

　
象
外
で
す
。
�

▼
耐
震
診
断
申
込
用
紙
の
配
布

や
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
６
３
、

２
３
５
）
へ
。
�

耐
震
診
断
で
わ
が
家
の�

チ
ェ
ッ
ク
を�

十
月
一
日
（月）
〜
七
日
（日）
は�

�
◆
請
求
期
限
　
平
成
十
四
年
四
�

　
月
一
日
�

◆
対
象
者
　
戦
没
者
死
亡
当
時

の
三
親
等
内
親
族
で
、
平
成
七

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な

く
な
っ
た
人
�

◆
給
付
内
容
　
額
面
二
十
四
万

円
、
六
年
償
還
の
記
名
国
債
�

▼
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役

所
健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課
総
�

務
係
（
1
２
２
・
９
３
３
３
）
へ
。
�

◆
部
　
門
　
日
本
画
・
洋
画
・

　
書
・
彫
塑
・
工
芸
・
写
真
�

◆
応
募
資
格
　
満
十
五
歳
以
上
�

◆
出
品
点
数
　
一
人
一
部
門
に

　
つ
き
一
点
・
自
作
未
発
表
の

　
も
の
�

◆
作
品
受
付
　
十
月
二
十
五
日

　
（木）
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
六

　
時
、
市
民
会
館
で
。
�

◆
展
　
示
　
入
選
作
品
は
、
十

　
月
三
十
一
日
（水）
か
ら
十
一
月

　
四
日
（日）
ま
で
市
民
会
館
で
展

　
示
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
美
術
展
運
営

委
員
会
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内
1
２
２
・
３
３
２
１
内

線
３
７
３
）
へ
。
�

登
記
の
無
料
相
談�

公
庫
住
宅
融
資
に
は�

検
査
済
証
が
必
要
に
な
り
ま
す�

「
法
の
日
週
間
」�

「
公
証
週
間
」�

�

特
設
人
権
相
談�

で
す�



１７�

９５�

アカスジカメムシの成虫�

た
ま
に
は�

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！！�

か
ん
た
ん
ピ
ラ
フ
と�

ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ル
ー
ツ�

◆材料（４人分）�
＜かんたんピラフ＞�
米　　　　　２カップ�
水　　　２．２カップ�
ミックスベジタブル　１２０�
ハム（５㍉角）　６０�
玉ねぎ（５㍉角）８０�
固形コンソメ　　１個�
ケチャップ　大さじ３�
バター　　大さじ１�
塩・こしょう　　少々�
＜ヨーグルトフルーツ＞�
カステラ　　　４０�
コンフレーク　３０�
キウイ　　　　２０�
みかん缶　　　６０�
バナナ　　　　６０�
さくらんぼ　　　４個�
プレーンヨーグルト　２００�
クリームチーズ　　　４０�
砂糖　　　　大さじ３�
�

グラ�
ム�
グラ�
ム�
グラ�
ム�

グラ�
ム�
グラ�
ム�
グラ�
ム�
グラ�
ム�
グラ�
ム�

グラ�
ム�
グラ�
ム�

◆ 

作
り
方�

〈
か
ん
た
ん
ピ
ラ
フ
〉�

炊
飯
器
に
、
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ

ブ
ル
、
玉
ね
ぎ
、
ハ
ム
、
固
形

ス
ー
プ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
入
れ

て
炊
く
。�

〈
ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ル
ー
ツ
〉�

①
ボ
ー
ル
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

を
入
れ
て
ク
リ
ー
ム
状
に
し
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
砂
糖
を
加
え
て

混
ぜ
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。�

②
キ
ウ
イ
は
皮
を
む
き
薄
い
半

月
き
り
、
バ
ナ
ナ
は
斜
め
切
り

に
す
る
。
カ
ス
テ
ラ
は
一
㌢
角

に
切
る
。�

③
透
明
の
カ
ッ
プ
に
、
コ
ー
ン
、

カ
ス
テ
ラ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
入

れ
、
上
に
果
物
を
飾
る
。�

洲本市いずみ会�
「親子の料理教室」より�
�

　
ア
カ
ス
ジ
カ
メ
ム
シ
は
、
黒

色
に
五
本
の
赤
色
の
す
じ
が
あ

り
、
こ
の
赤
色
に
は
か
な
り
の

変
化
が
あ
り
ま
す
。
成
虫
は
六

月
ご
ろ
か
ら
秋
に
か
け
て
現
わ

れ
、
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
セ

リ
科
植
物
の
花
に
群
が
っ
て
い

る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。�

　
海
岸
で
は
ハ
マ
ウ
ド
や
ハ
マ

ボ
ウ
フ
ウ
な
ど
の
花
に
よ
く
集

ま
り
ま
す
。
畑
で
は
ニ
ン
ジ
ン

や
ネ
ギ
な
ど
の
種
子
も
吸
収
し

ま
す
が
、
被
害
は
少
な
く
問
題

に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。�

　
八
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
雌
は

セ
リ
科
植
物
の
茎
な
ど
に
、
卵

を
二
列
に
並
べ
て
生
み
つ
け
ま

す
。
幼
虫
も
成
虫
と
同
じ
よ
う

に
、
セ
リ
科
植
物
の
汁
を
吸
収

し
て
成
長
し
ま
す
。�

　
ア
カ
ス
ジ
カ
メ
ム
シ
は
、
日

本
全
土
に
分
布
し
て
い
る
普
通

種
で
す
。
淡
路
島
で
も
各
地
で

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。�

２３３�

ア
カ
ス
ジ
カ
メ
ム
シ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
、�

契
約
と
遺
言
は
公
正
証
書
で�

お
年
寄
り
の
た
め
の�

法

律

相

談

会

�
�

十
月
十
五
日
（月）
〜
二
十
一
日
（日）�

「
行
政
相
談
週
間
」�

母

子

家

庭

等

�

特

別

相

談

�
　
公
証
制
度
は
不
動
産
売
買
な

ど
の
大
切
な
契
約
書
や
遺
言
状

な
ど
、
公
証
人
が
公
文
書
で
あ

る
公
正
証
書
を
作
成
し
て
ト
ラ

ブ
ル
防
止
を
図
る
制
度
で
す
。

公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相
談

は
無
料
で
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
公
証
役
場

（
1
２
４
・
３
４
５
４
）
へ
。
�

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
員

制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
深
め
る
た
め
、
昭
和
四

十
二
年
度
か
ら
毎
年
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
全
国
一
斉

に
各
種
の
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
�

　
洲
本
市
で
は
、
定
例
行
政
相

談
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

厳
守
で
す
。
相
談
委
員
の
自
宅

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
十
一
日
（木）
、

　
午
後
一
時
〜
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
�

▽
岸
本
恵
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一

一
一
1
２
２
・
５
２
３
８
▽
三

尾
治
子
さ
ん
海
岸
通
二
―
一
―

一
六
1
２
２
・
０
０
０
３
�

　
連
琴
を
創
始
し
た
奥
野
友
桂

が
亡
く
な
っ
て
二
百
年
に
あ
た

る
今
年
、
復
元
さ
れ
た
連
琴
の

演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
九
月
二
十
日
（木）
、

　
午
後
一
時
半
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
立
淡
路
文

　
化
史
料
館
�

▼
詳
し
く
は
連
琴
舎
（
淡
路
文

化
史
料
館
内
1
２
４
・
３
３
３

１
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
十
一
月
十
六
日
（金）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
中

　
会
議
室
�

◆
締
　
切
　
十
月
二
十
六
日
（金）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
健
康
福
祉
部
福
祉
課
（

1
２
２
・
３
３
３
２
）
か
洲
本

健
康
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課

（
1
２
６
・
２
０
５
５
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
九
月
二
十
五
（火）
、

　
午
後
一
時
〜
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
６
）

へ
。
�

催
　
し�

２�１�
�

国際フロンティア産業メッセ�
２００１（入場無料）�

関西最大級の国際総合産業見本市を開催します。◆と　き　９月２６日（水）～２８日（金）◆ところ　神戸国際展示場�
　詳しくは、日刊工業新聞社大阪支社イベント事務局（1０６・６９４６・３３８９）へ。�▼

�

洲
本
が
生
ん
だ
文
化
人�

奥

野

友

桂

の

�

連

琴

演

奏

会

�



１８�

豊かな未来の基礎づくり。�
事業所・企業統計�
調査にご協力を。�

10月1日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行われ

ます。この調査は、国や県、市などのこれからの行政を

考えていく上で、大切な基礎資料となるものです。�

店舗や工場、会社をはじめとして、学校、病院、神社、

仏閣など、あらゆる種類のすべての事業所が対象とな

る大規模な統計調査です。�

9月下旬から、各事業所に調査員がお伺いし、調査票

へのご記入をお願いします。時間はあまりおかけしませ

んので、どうぞご協力をお願いいたします。�

お問い合わせ先：市役所総務部総務課（1２２・３３２１）�

　乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を行います。母

子手帳を持参して受けてください。�

◆対象児　平成１３年３月１日～６月３０日生まれ�

◆実施場所　健康福祉館�

◆実施日時�

健康課からのお知らせ�
　　　　　　　1２２・３３３７�

乳幼児結核検診を行います�

市民の皆さんの健康を保つための体力測定や講義を行います。

◆ と　き　１０月の毎週金曜日�

◆ ところ　健康福祉館２階保健センター運動指導室�

◆ 対象者　健康な洲本市民（何らかの疾患・病気をお持ち

　の人は医師の診断を受ける必要がありますので、参加で　

　きません）�

◆ 定　員　予約制とし、約１０人（電話予約により、定　

　員になり次第締切ります）�

◆ 参加費　無料�

　予約など詳しくは、市保健センター（1２２・３３３７）へ。�

運動指導教室（１０月教室）�

献　血　日　程�

秋の全国交通安全運動を展開します�

　国の公衆衛生審議会から、昭和５０年から５２年生まれ

の人はポリオワクチンを接種したにもかかわらず、抗体保

有率が低いと報告されています。この年代の人は再度、予

防接種を受けられることをお勧めします。保健センターで

は、１１月１６日、１９日、２０日、２７日にポリオワク

チンの接種を行います。接種希望の人は１０月１５日（月）

までに電話で保健センターへ申し込んでください。任意接

種のため４，０００円が必要です。また次の病院などでも

接種できます。�

　兵庫医科大学病院（西宮市武庫川町　1０７９８・４

５・６１１１）▽神戸市中央保健所（海外渡航者のみ　�

神戸市中央区雲井通　1０７８・２３２・４４１１）�

昭和５０～５２年生まれの人は�
ポリオワクチンの追加接種を�

　時間はいずれも、午後２時～２時３０分�▽
�

◆ １０月５日（金）�
　　午前１０時～１１時３０分�
　　洲本市役所�
　　午後１２時４５分～３時３０分�
　　カネボウ電子（塩屋）�
◆ １０月１０日（水）�
　　午前１０時～１１時３０分�
　　淡路広域消防ビル�
　　午後１時～２時�
　　淡路産業（上加茂）�
　　午後２時３０分～４時�
　　県立淡路病院�
◆ １０月１７日（水）�
　　午前１０時～午後３時３０分�
　　健康福祉館�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

洲本警察署・淡路県民局・洲本市・洲本交通安全協会�

▽
�

対象地区�

由良、上灘　�

内町、外町、潮、大野、�
鮎屋、安乎、中川原�

物部、上物部、津田、�
納、加茂、千草�

ツベルクリン反応� 判定・ＢＣＧ�

１０月１日（月）�

実施日� 実施日�

１０月３日（水）�

１０月１０日（水）�１０月１２日（金）�

１０月１５日（月）�１０月１７日（水）�

▼
�

９月２１日（金）～３０日（日）�

重点目標�
　お年寄りの交通事故防止�
　チャイルドシート・シートベルト着用の徹底�

総務省統計局・兵庫県・洲本市�



１９�

　新しい図書館は、９月１２日で丸
３年を迎えました。市民の皆様に愛
され親しまれる図書館をモットーに
職員一同頑張っています。まだ図書
館に来られたことがないという人も、
一度覗いてみてください。きっと何
かがみつかります。職員一同お待ち
しています。�

�《行事のお知らせ》�
「おつきみおはなし会」�
９月２９日午後３時～�
「おはなし会」�

９月２２日、１０月１３日�
午後２時～�

「おりがみ教室」�
９月２２日午後３時～�

※「おりがみ教室」は定員４０人。�
参加申込は前日まで（ただし、定員
になり次第締切らせて頂きます）。�
（休館日は月曜・祝日・毎月末です）�

�

《図書館市民まつりのお知らせ》 
　昨年に引き続き図書館市民まつり
が１１月１７日（土）、１８日（日）
の両日に開催されることになりまし
た。詳細は決まり次第お知らせして
いきますのでお楽しみに。�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　み ぜろ�

（1２２・０７１２）�

９月２０日（木）�

９月２８日（金）�

１０月４日（木）�

１０月１１日（木）�

１０月１８日（木）�

１０月２６日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年１１月生�

�

�

Ｈ１２年２月生�

�

�

�

Ｈ１２年３月生�

Ｈ１３年５月生�

�

�

�

Ｈ１２年６月生�

�

�

�

�

Ｈ１０年７月生�

�

洲本健康福祉事務所で�

ママメイト（対象：妊婦）�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
お母さんは元気　９月２５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
おっぱいで育てたい　１０月１６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
赤ちゃん大好き　１１月１３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
こんにちは赤ちゃん　１０月２日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食のおけいこ　１０月３日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　１０月３日（水）、午後�
　１時～３時�
７か月児相談　１０月１７日（水）、受�
　付午前９時４５分～１０時、対象�
　者（Ｈ１３．３月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　９月２７日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�
　者（Ｈ１１、９月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　９月２１日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・�
　４月曜日）�
�
�
成人健康相談　１０月１日（月）、�
　午後１時３０分～３時�
�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコール�
　その他心の相談など。）�

　９月、１０月の乳幼児健康診査を�
次のとおり行います。対象者には問�
診票などを送付しますので、母子手�
帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１０�
　月３日（水）、１０月１７日（水）、（受付�
　・市役所市民相談係で電話による�
　予約受付けをしています。1２２�
　・３３２１内線３４５・３ ４６）�
　総合福祉会館で。�
行政相談　１０月１１日（木）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時�
　３０分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
�栄養専門相談  毎月１・３月曜日午�
　後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ９月５日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，５８０円、申込・洲�
　本保健所へ）洲本市民で国民健康�
　保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加入�
　者で４０歳以上の人に５，０００円の�
　助成があります。（ただし１年度�
　１回限り）　　�

　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（1２６・００２２）。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（1２２・３３３�
　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（1�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。介護相談なども行っています。）　　�

　
稲
の
刈
り
入
れ
も
近
く
な
り
、

一
年
で
い
ち
ば
ん
過
ご
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
見
上

げ
る
空
に
も
ず
い
ぶ
ん
開
放
的

な
感
じ
を
受
け
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
◆
今
回
写
真
ニ
ュ
ー
ス

で
お
伝
え
し
た
「
ハ
ワ
イ
島
親

善
団
」
で
す
が
、
市
役
所
か
ら

も
十
人
が
参
加
し
、
披
露
し
た

阿
波
踊
り
も
大
盛
況
だ
っ
た
と
か
。

国
際
交
流
は
、
想
像
す
る
だ
け

で
も
、
大
変
で
す
。
言
葉
は
違
う
、

文
化
は
違
う
、
相
手
の
性
格
も

わ
か
ら
な
い
し
、
次
に
会
え
る

か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
交
流
を
深
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
そ

こ
は
や
は
り
両
者
の
交
流
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
だ
け
が
、
頼

り
で
す
◆
言
葉
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
体
を
使
え
ば
い
い
。
人

と
人
と
が
打
ち
解
け
る
に
は
、

言
葉
よ
り
も
体
験
の
共
有
が
一

番
早
い
と
証
明
し
た
の
が
「
阿

波
踊
り
」
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
人
と
の
体
を
使
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
外
国
語

会
話
同
様
、
も
し
か
し
た
ら
そ

れ
以
上
に
日
本
人
が
苦
手
と
す

る
分
野
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
ハ
ワ
イ

島
で
の
交
流
が
大
成
功
に
終
わ

っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
◆
こ
れ
か
ら
、
運
動

会
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
で
す
。
久

し
ぶ
り
に
入
っ
た
運
動
場
は
、

ピ
ス
ト
ル
の
煙
硝
と
土
の
に
お

い
が
し
ま
し
た
。
　
　�

（
Y
）�



〜
赤
い
羽
根
　
共
同
募
金
運
動
〜�

募
　
金
　
計
　
画�

今
年
も
、十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
が
始
ま
り
ま
す
。�

共
同
募
金
は
、社
協
が
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、�

た
い
へ
ん
大
き
な
資
金
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

今
回
は
、共
同
募
金
が
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
、ど
う
活
用
さ
れ
て
い
る
か�

共
同
募
金
の
し
く
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

『
あ
な
た
の
ま
ち
の�

　
　
　
幸
せ
の
た
め
に
』�

　
平
成
十
三
年
度
の
全
国
統
一

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、
共
同

募
金
は
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
で

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

市
民
の
皆
様
方
の
募
金
は
、
洲

本
の
福
祉
の
充
実
に
還
元
さ
れ

て
い
ま
す
。�

平
成
十
二
年
度
の
実
績�

◆
そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ

う
な
形
で
洲
本
の
福
祉
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？�

　
昨
年
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
共
同
募
金
の
総
額
は
、
７
，

０
５
５
，
８
８
９
円
で
、
そ
の

う
ち
洲
本
市
を
含
む
県
下
の
社

会
福
祉
施
設
や
団
体
に
１
，
１

６
０
，
５
２
０
円
、
兵
庫
県
共

同
募
金
会
か
ら
洲
本
支
部
へ
５
，

８
９
５
，
３
６
９
円
が
配
分
さ

れ
ま
し
た
。�

こ
の
洲
本
支
部
へ
の
配
分
金
は

洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平

成
十
三
年
度
事
業
と
し
て
表
①

の
と
お
り
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

◆
で
は
、
な
ぜ
共
同
募
金
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
？�

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会

福
祉
法
の
中
で
、
地
域
福
祉
活

動
の
推
進
役
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ
配

分
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
市
民

活
動
な
ど
の
福
祉
事
業
に
還
元

さ
れ
る
の
で
す
。�

〈
注
〉
洲
本
市
で
寄
せ
ら
れ
た

募
金
は
、
い
っ
た
ん
兵
庫
県
共

同
募
金
会
に
送
ら
れ
、
翌
年
そ

こ
か
ら
各
分
野
へ
配
分
さ
れ
ま

す
。�

募
　
金
　
の
　
種
　
類�

◆
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
募
金
が
集

め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
？�

　
共
同
募
金
は
家
族
の
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

例
え
ば
お
母
さ
ん
は
家
庭
で
、

お
父
さ
ん
は
職
場
で
、
子
ど
も

は
学
校
で
こ
の
運
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
助
け
合
い
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

募
金
活
動
は
、
た
だ
単
に
お
金

を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

活
動
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
と
い
う
側
面

も
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
す
べ

て
の
人
が
市
民
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
募
金
活
動
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
洲
本
市
共
同
募
金
会
で
は
、

一
世
帯
あ
た
り
二
百
円
を
目
途

に
町
内
会
長
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
戸
別
募
金
、
民

生
委
員
さ
ん
や
町
内
会
長
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
特

別
募
金
、
そ
の
ほ
か
学
校
、
職

域
、
街
頭
、
バ
ッ
ジ
募
金
を
実

施
し
て
い
ま
す
。�

◆
募
金
は
任
意
で
あ
る
は
ず
な

の
に
、
目
標
額
が
設
定
さ
れ
て

い
る
の
は
お
か
し
い
？�

　
共
同
募
金
会
で
は
民
間
社
会

福
祉
施
設
や
団
体
か
ら
、
そ
の

年
に
配
分
し
て
欲
し
い
金
額
の

申
請
を
受
付
け
、
そ
の
内
容
を

配
分
委
員
会
に
お
い
て
調
査
・

検
討
し
た
上
で
配
分
計
画
を
作

り
、
そ
の
年
の
募
金
目
標
額
を

決
定
し
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、
寄
付
者
の
方
々
に

対
し
て
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
は
ど
の
く
ら
い

必
要
か
？
と
い
う
判
断
材
料
を

示
し
て
あ
る
だ
け
の
も
の
で
す
。�

　
募
金
は
、
あ
く
ま
で
も
市
民

の
皆
様
方
の
自
主
的
な
ご
協
力

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
表
②

は
十
三
年
度
の
募
金
目
標
額
を

設
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
根

拠
と
な
る
配
分
予
定
事
業
の
内

訳
を
示
し
た
も
の
で
す
。�
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表①　平成13年度共同募金　事業内容�単位：円�
事　業　名�

老人福祉�

活動事業�
2,477,000

金　　額� 内　　　容�

合　　計� 5,895,369

ねたきり老人友愛訪問活動�
給食サービス活動助成�
洲本市老人クラブ連合会団体助成�
ふれあいいきいきサロン�

障害児・者�

福祉活動事業�
175,000

淡路地区手をつなぐ育成会団体助成�
洲本市手をつなぐ育成会団体助成�
洲本リハビリ友の会団体助成�
洲本市身体障害者福祉協会団体助成�

児童・青少年�

福祉活動事業�
765,000

交通事故遺児お見舞�
洲本市子ども連絡協議会団体助成�
洲本市青少年健全育成団体助成�
福祉教育指定校事業助成�
年末年始里親支援�

母子・父子�

福祉活動事業�
100,000

洲本市婦人共励会団体助成�
若年母子のつどい�
その他行事補助�

福祉育成・援助�

活動事業�
2,378,369

社協だより�
在宅療養者のつどい活動費助成
私立保育所振興費�
愛育班助成�
ふれあいのまちづくり事業�
ボランティア各種講座　奨学金�

表②　平成13年度共同募金目標額に対する14年度事業充当計画� 単位：円�

事　業　名� 金　　額� 内　　　容�

合　　計� 6,826,000

老人福祉�
福祉活動事業�

1,850,000
給食サービス�
やすらぎ教室�
寝たきり老人９月、１２月お見舞金品�

給食サービス研修会�
洲本市老人クラブ連合会団体助成�
�

障害児・者�
福祉活動事業�

395,000 洲本リハビリ友の会団体助成　洲本市身体障害者福祉協会団体助成�
手をつなぐ育成会助成　福祉の店トライアングル運営費�

児童・青少年�
福祉活動事業�

831,500 交通事故遺児お見舞金　洲本市青少年健全育成団体助成�
福祉教育指定校事業助成　私立保育所振興費　　奨学金�

母子・父子�
福祉活動事業�

福祉育成・援助�

活動事業�

100,000

3,649,500

洲本市婦人共励会団体助成　若年母子のつどい活動費助成�
母子生活支援センタークリスマス会�

ボランティア協会助成�
ボランティアグループ運営助成�
ボランティア各種講座開催経費�
在宅療養者のつどい�
愛育班活動費助成�
保健衛生助成�
福祉を高める運動�
ボランティアだより発行�

福祉のつどい�
内町支部活動費助成�
いきいきサロン活動費�
心配ごと相談�
低所得者対策費�
高齢者調査費�
社協だより発行�
�

２０�
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